
平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校１年 社会 出題のねらい等」

主に 主に連 大 中 小 観 点
「知識」に 「活用」に分野及び学年 学習指導要領の内容 出 題 の ね ら い 社会的事象への 社会的な 資料活用の 社会的事象につい
関する問題 関する問題番 問 問 問 関心 意欲 態度 思考 判断 技能 表現 ての知識 理解･ ･ ･ ･ ･

① １ (1) 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 ユーラシア大陸の大まかな形状と位置関係が分かる程度の略地図を，大ま ○ ○
かに描くことができること。

② (2) 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 北半球と南半球では季節が逆になることにより，生活の様子が違うことを ○ ○
説明できること。

③ (3) ① 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 正距方位図法を用いて，正しい方位を読み取ること。 ○ ○

④ ② 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 定められた地点の位置を地球規模でとらえ，周辺の大陸や大洋，国 ○ ○
名などを使って言葉で説明できること。

⑤ ③ 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 時差についての考え方に沿って，時差を求めることができること。 ○ ○

⑥ ２ (1) ① 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 排他的経済水域の内容について理解していること。 ○ ○

⑦ ② 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 排他的経済水域について関心を持ち，意欲的に追究しようとすること。 ○ ○

⑧ (2) ① 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 日本の排他的経済水域が，領土の何倍であるかを計算することができるこ ○ ○
と。

⑨ ② 地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 日本は領土面積の割に排他的経済水域が広いことを，国土の形状や位置関 ○ ○
係などから説明できること。

⑩ ３ (1) 地理 １年 (2)地域の規模に応じた調査 縮尺から実際の距離を計算できること。 ○ ○

⑪ (2) 地理 １年 (2)地域の規模に応じた調査 地形図の特徴を生かし，土地の様子を正しく読み取ることができること。 ○ ○

⑫ (3) 地理 １年 (2)地域の規模に応じた調査 ２つの地図の比較から 地域変化の理由について考察し 説明できること ○ ○， ， 。

⑬ ４ (1) 歴史 １年 (1)歴史の流れと地域の歴史 時代の移り変わりについて テーマを決め 関係資料を時代順に選ぶこと ○ ○， ， 。

⑭ (2) 歴史 １年 (1)歴史の流れと地域の歴史 資料をもとに，住居や農具の移り変わりを説明すること。 ○ ○

⑮ (3) 歴史 １年 (1)歴史の流れと地域の歴史 時代の移り変わりに気付くことができるような主題を，意欲的に追究しよ ○ ○
うとすること。

⑯ ５ (1) 歴史 １年 (2)古代までの日本 税を確実に集めるために戸籍がつくられたことを理解していること。 ○ ○

⑰ (2) 歴史 １年 (2)古代までの日本 ６歳以上の全ての人に口分田が与えられたことを理解していること。 ○ ○

⑱ (3) 歴史 １年 (2)古代までの日本 税の重い負担から逃げ出す農民が増えたことを，資料から読み取ること。 ○ ○

(4) 歴史 １年 (2)古代までの日本 資料から税収の安定や農民の開墾意欲の向上のために，新たな土地の開墾 ○ ○
⑲ 者に土地の私有を認める法律をつくったことを読み取ること。

歴史 １年 (2)古代までの日本 これまでの学習や資料を元に，７～８世紀の税制について，自分なりの考 ○ ○
⑳ (5) えをまとめること。

６ (1) 歴史 １年 (3)中世の日本 図から「御恩と奉公」の関係（主従関係）によって，将軍が御家人を従え ○ ○○21
ていたことを考察すること。

○ (2) ① 歴史 １年 (3)中世の日本 資料をもとに，承久の乱後の幕府勢力の広がりを読み取ること。 ○ ○22

② 歴史 １年 (3)中世の日本 朝廷監視のために六波羅探題を置いたことを理解していること。 ○ ○○23

(3) 歴史 １年 (3)中世の日本 承久の乱後，幕府と御家人とのつながりが一層強まり，朝廷の力が弱まっ ○ ○○24
ていったことを資料をもとに考察すること。


